
令和元年度 学校評価書 

瑞浪市立釜戸小学校 

１ 子ども一人一人の学力の向上   

重点目標と指標 評価 目標の達成状況・取組状況・結果分析 改善策（次年度への方途） 学校関係者評価委員会から  

（１）基礎

基本の定

着と，どの

子も「分か

った」「で

きた」と実

感し，表現

力が高ま

る授業を

めざしま

す 

①漢字検定や算数検定を行うととも

に，一人一人の学習状況を把握し，

放課後や夏休みの個別指導と学び

直しの機会である「釜っ子タイム」

や算数 web 学習を活用して，基

礎・基本の力の定着に力を入れま

す。 

②どの子も「分かった」「できた」と

実感できる授業をめざします。ま

た，自分の考えをしっかりもって

話し合ったり，教え合ったり，発

表したりする活動を通して，「表現

力」が高まるように工夫します。 

（漢字検定・算数検定・個別指導・「釜

っ子タイム」・算数web学習・研究

授業） 

 

 

 

 

 

Ａ 

・漢字・算数検定を年間，各８回昼休みに実施し，自分の目標に合

わせた学習時間も確保した。 

・ペア交流・グループ交流等，交流する場面を設け，自分の考えを

伝え，理解を深める指導の工夫をした。 

○漢字検定や算数検定の実施が定着したことにより，児童がこつこ

つと学習に取り組むことができた。保護者のアンケートでは

95％の保護者は取組がよいと回答している。 

○全校体制で算数科の授業改善に取り組んできたことで，児童に力

が付いてきている。3年生以上のアンケートでは，昨年度課題に

なっていた「自分の考えを書くこと」について 83％の児童がで

きるようになったと回答している。また，「自分の考えを伝える

こと」については85％の児童ができたと回答している。 

●一人一人の実態をより丁寧に把握することで，個に応じた手立て

の工夫を考えていく必要がある。苦手だと思っている児童に対し

て支援方法を検討していく。また，自分から進んで取り組む姿勢

につながる指導の在り方についても考えていきたい。 

①検定や県 web system を活用

し，個々の学力の定着を見届

けると共に，子ども自身が自

分の課題を理解し主体的に

学習できるようにする。 

②児童主体の学習活動になる

よう一人一人に教科の学び

方を身に付けさせる。 

・見方や考え方につながる授業

づくり 

・追究を深める教師の働きかけ 

・一人一人の教科の定着度を

見届けている様子がわか

る。保護者がそれを理解し

ていることが，評価結果か

ら読み取れる。 

・よい以上の割合が９０％以

上になっていて，取組はよ

い。２０％の児童が，考え

はもてるが発言できてい

ない。今後，この児童を特

に注意して授業の工夫を

してほしい。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

（２）学校

で の 読

書 指 導

を 充 実

さ せ ま

す 

①読書習慣の定着と図書館を

活用した調べ学習や探究的

な学習の充実を図ります。 

 

（読み聞かせ，図書館祭り，ブ

ックトーク，学級の読書コーナ

ーの工夫，学習の足跡の掲示） 

 

 

 

 

 

Ａ 

・一人一人の読書冊数，読書傾向をつかみ，担任が声かけや個別指

導をした。 

・各教科の学習と係る図書館の本を洗い出したことで，図書館の本

を使って積極的に教科の学習を進めることができた。調べ学習の

仕方が定着するように，第２図書館の環境を充実させた。 

○一人一人の読書傾向をつかみ個別に指導してきたことで，目標冊

数を達成することができた。特に，昨年度に比べて高学年の読書

冊数に伸びが見られた。 

○どの学級も授業で図書館の本を利用して調べる学習を行うこと

ができた。また，調べ学習を支える環境を整えたことで，児童が

自分の力で学習を進められるようになってきている。 

●家庭での読書習慣を身に付けていくことが課題である。今後も家

庭と連携して取り組んでいく必要がある。 

①図書館の本と各教科の学習

とのつながりを強められる

ように，第２図書館をさらに

充実させていく。 

 学習の足跡を残していく。 

 

②家庭と連携して，読書量，読

書の質を高められるような取

組を継続していく。 

・調べ学習に本を利用した

り，一人一人の読書傾向を

つかんで指導したりする

ことで子ども達の読書に

対する意識が高まってい

ると思う。 

・個人差が大きいと思うの

で，個々への働きかけが必

要となってくる。個の興味

関心を含め，実態把握が重

要だと考える。カルテの作

成も効果的だと思う。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【学校関係者評価を受けての学校の改善策】 

・児童主体の学習活動を目指して，既習学習や身に付けた学び方を生かした思考・表現ができる授業づくりを全職員で取り組む。 

・学びのよさを実感できるような振り返りの場を位置付けることにより，内容面の理解だけでなく，見方や考え方にかかわるよさが実感できるようにする。 

・調べたことや学んだこと，考えたことを表現する活動を充実させる。 



２ あたたかい人間関係を築く指導や援助の充実と社会性が高まる教育の推進 

重点目標と指標 評価 目標の達成状況・取組状況・結果分析 改善策（次年度への方途） 学校関係者評価委員会から  

(１) 個々

の思いを

把握し，あ

たたかい

人間関係

をつくる

よう努め

ます 

①人間トラブルやその子の悩みを把

握し，個別に懇談する機会を設

け，早期対応，早期解決に努めま

す。（毎月，心の悩みアンケート

を実施。） 

②互いの考えを出し合う道徳の授業

を核とし，正しいことが当たり前

にできる学級，いじめのない学

級・学校づくりに積極的に取り組

みます。（いじめに係る未解決事

案０をめざします。） 

③登下校に関する情報を班長や連絡

ノートを活用することで，実態を

把握し，安全な登下校ができるよ

う指導します。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・毎月心の悩みアンケート及び教育相談を実施し，児童の心の把握

に努めるとともに，ケース会・職員会・ブロック交流で指導方法

についての確認をし，組織的に対応してきた。 

・アンケート実施後，児童と面談を行い，具体的に話を聞いて指導

してきた。１１月には全校一斉で教育相談週間を実施し，児童の

実態把握に努めた。トラブルがあったときには，すぐに「いじめ

問題対策委員会」を開き，組織的に対応することができた。 

・道徳の時間を通して自己を見つめることを大切にしてきた。 

○いじめに対する認識を深めるために研修や組織対応を大切にし

てきた。また，いじめアンケートに書かれた内容について一覧表

にまとめて確実に見届けられるようにしたことで，未然防止や適

切な対応につながっている。いじめの未解決事案は，０の状況で

ある。 

○子どもの変容を見届けることを大切にした授業展開を行えるよ

うに校内研修を充実し，各学級で実践することができた。 

●いじめや人間関係のトラブルの芽はたくさんある。小さなサイン

も見逃さないようにするために，今後も教員研修も充実させ，早

期発見，早期対応に心掛けていく必要がある。 

①思いを言葉で伝えることを
継続して指導するとともに， 
SOS の出し方の指導につい
ても全校体制で進める。 

 
②考え，議論する道徳の授業を
展開することで，自分の考え
や感じ方を明らかにし，日常
生活につなげていく。 

 
③いじめのない学級・学校づく
りに積極的に取り組む。作成
したマニュアルの見直しも
随時に行っていく。（いじめ
にかかわる未解決事案０を
めざす。） 

・心の悩み，いじめのトラブ

ルは常にあると思うが，子

どもの変化にすばやく対

応していることが，いじめ

の未解決０の状況をつく

っていると思う。 

・いじめをさせない事も大切

だが，いじめに負けない子

どもにしてほしい。 

・職員の満足度が１００％は

素晴らしい。今後は，保護

者のニーズをどのように

収集して教育活動に生か

していくか検討してほし

い。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

          

(２) 学校

からの情

報発信と

保護者か

らの情報

収集に努

めます 

①温かい人間関係づくりや安全指導

に関わる指導内容を積極的に保護

者の皆様にお知らせします。（学校

での指導内容をご理解いただき，

家庭や地域でもそれを大切にして

指導していただく。） 

②保護者や地域の皆様から学校に情

報を提供していただけるよう働き

かけます。（家庭や地域で心配なこ

と，気づいたこと，子どもの良い

姿などの情報を教頭までお寄せく

ださい。（年間２回，ハッピーメッ

セージを募集します。） 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・ハッピーメッセージ活動を保護者や地域の方にも呼びかけ，情報

収集をした。各公民館に掲示スペースを頂き，ハッピーメッセー

ジを募集した。 

・担任から家庭にこまめに連絡をとり，家庭と協力して子どもの見

届けを行ってきた。また，必要に応じて保護者との面談の時間を

つくり丁寧に対応することで，子どもの育ちを支えられるように

努めてきた。 

○ハッピーメッセージを地域や保護者から寄せていただくことが

でき，児童の自己肯定感・自己有用感を育む活動となりつつある。 

●保護者や地域の方が情報交流しやすくなるような方法を工夫し，

家庭や地域と協力して児童を支えていくことができるようにし

ていきたい。 

①ハッピーメッセージの取組

をさらに家庭や地域も巻き

込んで行えるようにし，児

童の自己肯定感・自己有用

感を高めていく。 

 

②ＰＴＡ活動と協力して，家庭

の教育力を高める取組を進

めていく。 

 

 

・コミュニティ・スクール

の取組が重要になってく

ると思う。 

・保護者のアンケートで９

０％以上がよいと回答し

ているので，よいと思う。 

・ハッピーメッセージポス

トの設置はよかった。 

・祖父母が子どもの世話をし

ている家庭があるが，特

に不審者の情報のメール

を見ない世代にどう伝え

るかが必要である。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

【学校関係者評価を受けての学校の改善策】 

・ハッピーメッセージの取組を継続するとともに，家庭や地域にも広げる方法を工夫することで児童が認められる場を多くし，自己肯定感・自己有用感を高められるようにして

いく。 

・いじめに対する教師の認識を深めるとともに，児童が自分の思いを言葉で伝えていくことができるように指導していく。 

 



３ 家庭や地域と連携し地域とともに歩む学校の推進 

重点目標と指標 評価 目標の達成状況・取組状況・結果分析 改善策（次年度への方途） 学校関係者評価委員会から  

（１）家庭

学習の習

慣化とゲ

ーム等の

約束づく

りを働き

かけます 

①「家庭学習のすすめ」の積極

的・継続的な活用と家庭教育

週間の実施により，家庭学習

の習慣化や読書の充実につ

ながるよう働きかけます。 

（年間３回の家庭教育週間を実施

します。） 

②ゲームやＰＣ，携帯電話等の

情報モラルに係るルールづ

くりがしていただけるよう，

ＰＴＡと連携して働きかけ

ます。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

・家族で約束を決めて家庭学習に取り組む家庭教育週間を年３回

実施した。 

・高学年で外部講師を招聘し，情報モラル学習を進めた。 

・年間２回家族読書週間を設け，親子読書や家庭での読書習慣定

着へ働きかけた。 

○家庭学習の習慣化と生活習慣の充実については，1 学期末の保

護者アンケートより習慣化されてきていると回答する保護者の

割合が増え，93％の保護者はできていると回答している。 

○外部講師による高学年児童を対象とした情報モラル学習やＰＴ

Ａ教育講演会によって，情報機器に関する知識が高まった。 

●家庭学習や家庭での読書については，家庭によって意識の差が

ある。ＰＴＡ活動とも連携して，保護者に理解してもらえるよ

うに働きかけをしていく必要がある。 

①発達段階に応じた家庭学習

の内容を検討し，主体的に学

習する子を育てていく。（年間

３回の家庭教育週間を実施）） 

 

②ＰＴＡと連携し，ゲーム時間

やＰＣ使用時間，携帯電話等

による情報モラル・ルールづ

くりについて一緒に考え，生

活習慣のさらなる改善を図

る。 

 

・家庭学習は９３％と評価が

高いのはすごいことだと

思う。今後も定着を望む。 

・小学生のうちに家庭学習の

習慣が身に付くと中学生

になってもスムーズに勉

強体制に入れると思う。 

・外部講師による情報モラル

についての学習会は自分

達を守るためにも，今後も

続けてほしい。親子での参

加が大切だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ふる

さと教育

を充実し

地域とと

もにすす

める教育

の実践に

努めます 

 

 

 

①地域にある資源を教材化し，

積極的に地域に出かけたり，

地域の方を先生として招く

授業をしたりします。それを

通して，地域のよさを知り地

域を愛する心を育みます。 

②公民館・青少年育成町民会議

や子供会と連携し，地域行事

に主体的に子どもたちが参

加できるよう協力します。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・保護者や祖父母の方などに，運動会前の草取りやスケート教室

のボランティアをお願いすることができ，地域の方々に継続的

に支えていただいた。 

・全ての学年で地域の方とかかわる学習を行った。自然や歴史な

どとふれあえる学習を展開し，地域の先生から様々なことを学

ぶことができた。 

○全ての学年が地域の方とかかわる学習を実施することができ，

様々なことを学ぶことができた。学習を通して，地域に愛着を

もつ心が育ってきている。 

○夏祭りや文化祭では，地域に貢献することの意味を考えるよう

児童に働きかけることで，主体的に取り組むことができた。高

学年はボランティアの経験をし，積極的に行動できた。 

●見通しをもち，計画的に進められるような体制を整えていく必

要がある。 

①地域とともに進める教育を

さらに充実させるために，組

織や年間計画を整備し，見通

しをもって実践を重ねてい

くことができるようにする。 

 

②地域の行事に児童が積極的

に参加できるよう働きかけ

ていく。 

 

・コミュニティ・スクール化

をよい機会にし，ふるさと

教育，地域と共に進める教

育をより充実してほしい。 

・地域と係っていくことでふ

るさとに対する思いが深

まり，そのままの気持ちを

もって大人になってほし

い。今後も，地域の行事に

積極的に参加してほしい。 

・幼児園や中学生との連携し

た活動の在り方について

も検討してほしい。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

【学校関係者評価を受けての学校の改善策】 

・学校運営協議会を試行的に設置し，計画に沿って組織や人材を生かした活動を実践する。 

・地域と係る学習や地域行事への参加をすすめ，地域とともにすすめる教育を実践・充実する。 

・家庭での生活づくりを学校・家庭が連携して取り組んでいくことができるＰＴＡ活動と連携して働きかけられるようにする。 

 


